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雇⽤状況・労働⼒不⾜状況の現状、農家の現状、労働⼒不⾜期間の状況について村内農家全⼾及び連携先他産地の現状
についてアンケート調査を⾏う。アンケートの結果については、データ化し今後の雇⽤時のマッチングや産地間リレー
のマッチングに使⽤する。
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令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員
他産地からの労働⼒確保⼈数：⽬標20名のところ19名受⼊れ
他産地を含む農家の雇⽤状況データ標本：⽬標600⼾のところ490⼾
他産地との⼈材リレー連携農家数；⽬標40⼾のところ6⼾
他産地との連携協定数：⽬標40⼾のところ1件（120農家が加盟する団体と
の協定を締結）
嬬恋村における求⼈充⾜率：⽬標95％のところ92％

成果⽬標と進捗

今年度の取組み内容
ア 労働⼒の需給状況の把握（地域の状況及び労働⼒提供可能な者の把握等）
1⽉末⽇までに嬬恋村内の農家158⼾、他産地の農家368⼾を対象に⼈材が不⾜する時期、要望する⼈材の属性、不⾜⼈数、宿舎の有無、雇⽤条件等につい
てアンケート調査を実施。村内153⼾、他産地337の回答を得た。現在データ化を進めている。
就業期間について、村内では4⽉〜10⽉末⽇と5⽉〜10⽉末⽇が半々ほどであり、紙業時期に約1⽉の差がみられる。終業時期は概ね10⽉末となっている。
他産地（冬野菜）においては、始業時期が10⽉中旬、11⽉上旬が多くみられ、終業時期に⾏いては2⽉末⽇、3⽉末⽇、4⽉末⽇、5⽉中旬などさまざまで
あった。不⾜⼈数については、村内農家では1農家当たり2⼈〜4⼈が最も多く、若い⼤規模農家では8⼈、9⼈の⼈材を求めている農家も数件あった。他産
地では1⼈〜3⼈が最も多く、4⼈以上の要望はあまり⾒られなかった。
昨年8⽉頃から富⼭県の⼲柿組合の農家と⾯談やヒアリングを重ねて、11⽉まで嬬恋で就業していた特定技能外国⼈8名を12⽉より⼲柿農家に転職させた。
農家の⽅も外国⼈も双⽅好印象であり、今後も継続可能と判断し、本年秋には15名を富⼭に配属させる予定である。
今後もアンケート結果を早急にデータ化し、本年秋の産地間リレーに向け他産地とのヒアリングを⾏っていく予定である。

イ 産地内での労働⼒確保・育成
・
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今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働⼒確保

＜他産地と連携した労働⼒確保＞
・本村キャベツの収穫時期（６⽉）に他産地静岡県湖⻄市、愛知県豊橋市の農家と連携し、繁忙閑散期の異なるエリアからの労働⼒19名の受⼊れを実施。

エ 労働⼒等のマッチング及びデータベース化

1⽉末⽇までに嬬恋村内の農家158⼾、他産地の農家368⼾を対象に⼈材が不⾜する時期、要望する⼈材の属性、不⾜⼈数、宿舎の有無、雇⽤条件等についてア
ンケート調査を実施。村内153⼾、他産地337の回答を得た。現在データ化を進めている
今後は他産地データを増やすべく、冬野菜の農家のある所を全国的に探していこうと考えている。
今回のアンケート調査により、同⼀地域でも規模や作物の違いにより、就業期間が⼤きく変わることなどが課題として挙げられたので、⼀か所に集中するの
ではなく、本村の農業者の修業期間とうまく合う冬野菜農家をこまめに探すことが重要であると考えている。

オ 農業の「働き⽅改⾰」への取組
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本事業取組みにおける成果項⽬ 次年度以降の取組み内容

次年度以降も嬬恋村の就業期間とうまくマッチ
ングできる他産地農家を検索し、こまめにヒアリ
ング等を⾏いながら、スムーズな産地間の⼈材
リレーができるよう努⼒していく。
また、組合同⼠の協定を含めて、個別農家同
⼠の産地間リレー協定の締結を、随時⾏って
いきたいと考えている。

令和４年度
農業労働⼒産地間
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本事業により、連携していた登録⽀援機関の尽⼒により、
昨年秋には嬬恋村での就業者が富⼭県の⼲柿組合の農家に
8名が転職し、今年の4⽉には8名とも再度嬬恋村に戻って
就業することとなっている。この8名は特定技能外国⼈で
あり、5年間の滞在が認められているので、あと4年は嬬恋
村と富⼭県と⼈材リレーすることとなった。今後はさらに
⼈数を増やしていく予定である。また、喫緊に富⼭県⼲柿
組合と産地間リレー協定を締結する予定である。
また、これも連携登録⽀援機関の尽⼒により、本年3⽉1⽇
に宮崎県農業法⼈経営者協会と当組合、登録⽀援機関との
３者で産地間⼈材リレー協定を締結し、本年嬬恋村に就業
する特定技能外国⼈を秋には宮崎県に就業させることとし
た。これも同⼀⼈材を毎年同⼀農家に配属させるよう双⽅
組合で協定を結んだものである。
以上の取り組みにより、農家はもちろんのこと特定技能外
国⼈も安⼼して就業できる環境が整えられると考えている。
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